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＜連絡事項＞

・7/15入院予定

大坂孫太朗様（71）　病名：混合型認知症（疑）・夜間せん妄（疑）

　主治医：川端Ｄｒ　　入院形態：医療保護入院（予定）

・退院療養計画書、退院療養計画検討書（退院支援計画書）、退院時サマリーはコピーし、１部外来へ渡して下さい。外来カルテへ綴じます。

＜患者様連絡事項＞

・向井　敦子様～7/18　10時退院予定。ご家族へは連絡済み。7/15退院療養検討会実施予定。本日でＥＣＴ（8回）は終了。

・坂本　松十郎様～7/15（月）より、ＡＬプログラム導入予定。ビデオ学習と簡単なテキストを使用し実施して下さい。

＜要注目患者様ケース検討＞

・伊藤　五十二様～本日も37℃台の発熱あり、不調の訴えはない。主治医より経過観察の指示あり。発熱時の予測指示は7/16まであり。

・和田　昌様～他者への話し掛け、内容のまとまりのなさ目立ち、夜間不眠で経過。精神症状の自制ができず、他者とのトラブルが予測される場合は環境調整で対応して下さい。

・梅内　昭夫様～食事は各食全量摂取。服薬拒否無し。スタッフ介入時の粗暴性や易怒性はない。排泄確認やトイレ誘導にも、了解悪く行動に移せずにいる。排泄物による汚染が目立っていることもあり、リハビリパンツの使用をご家族を含め検討してはどうかとの事。薬剤（錠剤）の未消化あり、処方内容や服薬方法を主治医へ確認していく。

・泉川　ケイ子様～今朝は不機嫌さあり、朝食後薬のミヤＢＭのみ服用し、他は拒薬している。以後も気分変動激しく、他者とのトラブルに注意し、適宜介入要している。頚部痛の訴えも聞かれており、主治医より、面会時の父様とのやり取りで不満が増大し、頚部が痛いと表現している様子もある。父様以外の兄弟の介入については、週末など兄弟が同席できる時に外出泊を検討してはどうかとの事。

・丹内　栄子　様～トイレ内での不潔行為、手洗いなどの常同行為は継続している。体重の大きな変動はないが、衣類のサイズが合わなくなっており、ご家族へ衣類の補充を依頼していく必要がある。保清面でも本人独特のこだわりから強力な介入を要するため、精神状態を見極め適宜介入していく。

＜隔離入室患者様ケース検討＞

・小笠原　久年様～幻覚・妄想から粗暴行為の可能性高い為、終日隔離継続中。本日より10:00～16:00男性スタッフが1対1で対応出来る時間のみ開放観察実施の指示あり。ニヤツキ、妄想発言、突発的に大声あげる行為あるが、対応は穏やか。引き続き、隔離処遇継続していきます。

・安達　貴浩　様～生活上の不満から興奮・不満をきたしやすい為、終日隔離継続中。午前、指示の開放観察ちゅうはスタッフ付き添いにて入浴実施。易怒性、興奮、イライラした様子はないが多弁さはあり。隔離解除についての訴えは引き続きあるが、粗暴行為への反省も表面的であるため、処遇継続とし振り返りを促していきます。開放観察については、拡大していく予定。

・澤口　直美　様～躁状態により他者とのトラブルの可能性高い為、終日隔離継続中。本日、指示の採血実施。女性スタッフ付き添いで入浴実施。性的発言や逸脱行為はない。本日排便－3日、予測指示で対応していく。引き続き隔離処遇継続。ドア蹴り・叩きによる外傷に注意し観察を行って下さい。

・種市　久子　様～他患者様への迷惑行為・暴力行為ある為、終日隔離継続中。昨日、食器を投げつけ破損させ、ディスポ食器へ変更となっている。本日は3時に覚醒し、拒食、拒薬はない。日中は臥床し過ごしている。引き続き、隔離処遇継続。ドア蹴り・叩きによる外傷に注意し観察を行って下さい。

＜田名部Dr診察患者様＞

・泉川　ケイ子様～クレミン（25）2Ｔ　2×朝・夕/7日分、本日夕から処方。

・吉田　定美様～ヘモグロビン　7.9で他科受診の指示あり。家族連絡し、市民病院腎臓内科と日程調整中。

・丹内　栄子様～体重減量目的にて、おやつは適量を提供するよう指示あり。

・松尾　敏治様～身体面でも浮腫、体重増加なく経過している。情緒面での不穏もなく、スタッフ対応も落ち着いている。退院前訪問指導として、妻様と本人とで自宅への外出から始め、外泊訓練等へ繋げていく事を検討していく。







